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第3章 前提条件の整理 
 上位関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 石巻市都市計画マスタープランと上位・関連計画との関係 

 石巻広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和元年５月策定） 

県東部地区（石巻市、東松島市、女川町）の都市づくりについて、区域の将来像「災害に強

く、活力・交流が生まれる拠点ネットワーク型集約都市構造の形成」に向けた主たる市街地の

方針に、「震災からの復興と災害に強い市街地形成の推進」「水産業等の復興と本区域の発展

を牽引する産業拠点の形成」「魅力ある中心拠点等の形成とそれと連携する公共交通ネットワ

ークの維持・充実」「国際観光機能等の強化」を掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-2 都市づくりの基本方針  

(2)第２次石巻市総合計画 

上位計画 

(1)石巻広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

石巻市都市計画 
マスタープラン 

即する 

整合 (4)第３期石巻市中心市街地活性化基本計画 
(5)石巻市総合交通戦略           等 

国土強靭化 
整合 

指針 (3)石巻市国土強靭化地域計画 

(6)石巻市震災復興基本計画 

震災復興における 
まちづくりの基本的な
考えを反映 

復興計画 

関連計画 
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 第２次石巻市総合計画 

総合計画は、本市の全ての計画の基本となり、計画的・効率的な行政運営の観点を盛り込ん

だ長期的視点から市全体の方向性を示す最上位計画で、「基本構想」「基本計画」及び「実施計

画」から構成されており、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、基本計画と一体的に策定

するほか、ＳＤＧｓ（持続的な開発目標）の観点を取り入れた、令和３年度から10年間の市政

運営の指針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-3 基本目標 

【将来像と基本目標】 

■将来像：ひとりひとりが 多彩に煌（きら）めき 共に歩むまち 

基本目標１ 住民同士の絆・支え合いで安全安心に暮らせるまち 
基本目標２ 都市と自然が調和し快適とやすらぎが生まれるまち 
基本目標３ 共に支え合い誰もが生きがいを持ち自分らしく健康に暮らせるまち 
基本目標４ 多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち 
基本目標５ 豊かな心を育みいのちを未来につなぐまち 
基本目標６ 市民の声が共鳴し市民と行政が共に創るまち 

■目標人口（令和 12 年）：125,400 人 
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 石巻市国土強靭化地域計画 

国土強靱化地域計画は、どのような大規模自然災害等が起こっても機能不全に陥らず、い

つまでも元気であり続ける「強靱な地域」をつくりあげるためのプランであり、強靱化に関す

る事項については、地域防災計画をはじめ、行政全般に関わる既存の総合的な計画に対して

も基本的な指針となるものです。 

当該計画は、令和３年度から令和７年度までの５年間を計画期間とし、国土強靭化の理念

に鑑み、国土強靭化基本計画及び宮城県国土強靭化地域計画と同様の４つの「基本目標」及び

８つの「事前に備えるべき目標」を掲げています。また、事前に備えるべき目標の妨げとなる

事態として、基本計画等における「起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）」を基本

として、過去の大規模自然災害や地域特性を踏まえ、30の「起きてはならない最悪の事態（リ

スクシナリオ）」を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

図3-4 事前に備えるべき目標・起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ） 

【基本目標】 

1 人命の保護が最大限図られる 
2 市及び社会の重要な機能が致命的な障害を受けず維持される 
3 市民の財産及び公共施設に係る被害の最小化 
4 迅速な復旧復興 
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 第３期石巻市中心市街地活性化基本計画（令和２年３月 30 日内閣総理大臣認定） 

当該計画は、令和２年４月から令和７年３月までの５年間を計画期間とし、「石巻らしさを

生かし、市民の誇りと石巻に暮らすことの豊かさを醸成できるまち」を目指し、「多様な都市

機能を集積し、少子高齢化社会に対応した、歩いて暮らせるコンパクトで安全・安心なまちづ

くり」をコンセプトに掲げ、下図のとおり、基本方針、目標指標に係る主たる事業、目標を掲

げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-5 第３期石巻市中心市街地活性化基本計画の概要･抜粋  
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 石巻市総合交通戦略（平成 28 年３月策定） 

当該計画は、平成28年度から令和７年度までの10年間を計画期間に、石巻市総合計画や石

巻市震災復興基本計画、石巻市都市計画マスタープラン（いずれも交通戦略策定時点）との整

合を図り、それら計画で定める将来都市像実現に向けた地域公共交通のマスタープランです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-6 石巻市公共交通ネットワークの将来イメージ 

【計画の基本理念と基本方針】 

■基本理念：元気な「まち」・「ひと」を支える地域公共交通 
～交通の視点から復興を支援し、コンパクト＋ネットワークを実現～ 

■基本方針 
１ 各地域に安心して住み続けられるために、日常生活等を支える「使える」交通手段の確保 
２ 復興まちづくりと連動した「多極ネットワーク型コンパクトシティ」形成に貢献する 
３ 地域内外の交流・観光利用を促進し、地域と住民を元気にする 
４ 多様な主体の連携と協働により、将来に渡り継続できる地域公共交通を構築する 
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 石巻市震災復興基本計画 

平成23年12月に復興の基本的な考え方や今後の復興に関する施策の展開、地区別の整備方

針など、復興に向けた道しるべとして策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-7 石巻市震災復興基本計画の体系と計画期間 
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 市⺠意向（アンケート調査結果） 

 石巻市都市計画マスタープラン改定に伴う市民アンケート調査 

 調査概要 

本計画の改定にあたり、市民の意向を把握するため、石巻市在住の18歳以上の市民3,000人

を無作為に抽出し、郵送による配布・回収で、アンケート調査を実施しました。 

 

表3-1 調査概要 

項  目 内  容 備  考 

調査期間 令和2年1月17日（金）～1月31日（金） 回収数は、2月25日時点 

配布数 2,995票（3,000票を抽出） 
3,000票のうち、5票は調査時点で

死亡又は転出を確認 

回収数 

（回収率） 
1,222票（40.8％） － 

 

 調査結果 

回答者属性 

〔性別（設問１）〕 

性別は、男性40.5％、女性59.5％で概ね、２：３の比率になります。 

 

〔年齢（設問２）〕 

年齢は、30歳未満、30歳代から50歳代までは10％前後あり、65歳以上が約50％を占めま

す。 

 

 

〔職業（設問３）〕 

職業は、無職が約30％を占め最も多く、次いで多い会社員の約20％のほかは、専業主婦

（主夫）、自営業、パート・アルバイトとも10～15%を占めます。高校生や大学生以上の学

生は合わせて５％程度にとどまります。 

 

 

6.3 5.9 7.7 9.2 13.8 8.7 15.4 12.6 9.5 10.8 〔N=1,217〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上

21.9 11.7 15.2 11.0 2.2 3.3 28.8 5.8 〔N=1,202〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

会社員 自営業 専業主婦(主夫) パート・アルバイト 大学生･大学院生･専門学校生 高校生 無職 その他
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〔居住地域（設問４）〕 

居住地域は、石巻地区が全体の約30％を占め、次いで多い、湊・渡波地区、蛇田地区が約

10％であることに比べ、特に多くなっています。 

 

 
 

〔現住居の種類（設問５）〕 

現住居の種類は、一戸建専用住宅が全体の80％以上を占めますが、共同住宅も民間賃貸、

分譲を併せると全体の約７％を占めます。 

なお、共同住宅（民間借家＋分譲）の60％以上は石巻地区が占め、次いで多い、湊・渡波

地区（約13％）、蛇田地区（約13％）の３地区で全体の約90％を占めます。 

 

 

 

＜共同住宅（民間借家＋分譲）＞ 

 

 

 

〔居住年数（設問６）〕 

全体の約50％は30年以上の居住ですが、次いで、５年未満が約20％を占めます。 

 

 

 

 

 

 

31.1 10.7 5.9 5.0 11.2 7.1 4.2 10.7 4.9 4.7 4.6 〔N=1,219〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

石巻地区 湊・渡波地区 稲井地区 荻浜・田代地区 蛇田地区 河北地区 雄勝地区 河南地区 桃生地区 北上地区 牡鹿地区

82.6 2.1

0.9

5.6 5.2

0.8

2.7 〔N=1,211〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一戸建専用住宅 一戸建店舗併用住宅 共同住宅（分譲） 共同住宅（民間賃貸） 公共借家 社宅（会社の借上を含む） その他

63.3 12.7 3.8 12.7 5.1

1.3

1.3 〔N=79〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

石巻地区 湊・渡波地区 稲井地区 荻浜・田代地区 蛇田地区 河北地区 雄勝地区 河南地区 桃生地区 北上地区 牡鹿地区

20.8 10.6 10.5 12.4 45.8 〔N=1,212〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５年未満 ５～９年 １０～１９年 ２０～２９年 ３０年以上



第 3 章 前提条件の整理 
 

 

45 

〔今後の居住意向（設問７）〕 

今後の居住意向は、全体の77％は現住地に住み続けるとし、市外に転出する計画がある

または市外に転出したいを合わせた転出意向は10％に満たない状況です。 

これを地区別にみると、現住地に住み続ける意向の割合は桃生地区が最も多く、最も少

ない北上地区は市外への転出意向が10％を超えます。 

 

 

〔主な買い物の場所（設問８）〕 

主な買い物の場所は、買い物の種類によって場所は異なるが約50％と最も多くを占めま

すが、次いで多い主に三陸自動車道石巻河南ＩＣ周辺が約30％を占めるのに対し、主にＪ

Ｒ石巻駅前の中心商店街（以下、「中心商店街」）は３％にとどまります。 

地区別にみても、全地区で中心商店街を利用する割合は低く、石巻河南ＩＣ近傍の利用

が50％以上を占める蛇田、河南の両地区以外は、全体の傾向と同様の傾向となっています。 

 

76.7

74.8

73.3

76.4

79.7

79.7

74.4

74.5

83.1

86.7

69.6

75.0

3.4

2.9

4.6

2.8

8.5

1.5

3.5

2.0

1.5

3.3

5.4

7.1

2.3

2.7

2.3

2.8

1.7

2.3

3.9

3.3

5.4

3.6

3.4

3.4

6.9

2.8

2.3

1.2

2.0

4.6

1.7

8.9

4.1

4.2

3.8

1.4

5.1

6.0

4.7

7.8

3.1

3.6

5.4

10.1

11.9

9.2

13.9

5.1

8.3

16.3

9.8

7.7

5.0

7.1

8.9

〔N=1,212〕

 

〔N=377〕

〔N=131〕

〔N=72〕

〔N=59〕

〔N=133〕

〔N=86〕

〔N=51〕

〔N=130〕

〔N=60〕

〔N=56〕

〔N=56〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

現住地に住み続ける 市内の他所に転居したい 市内の他所に転居する計画がある 市外に転出したい 市外に転出する計画がある わからない

2.5

4.5
0.8

2.9

8.5
0.7

1.2

0.8

3.8

29.2

21.9

14.8

22.9

5.1

59.0

27.4

29.8

50.0

39.0

29.8

17.0

18.5

20.8

27.3

24.3

32.2

11.9

10.7

17.0

6.3

16.9

14.0

24.5

46.4

50.1

53.9

45.7

45.8

26.1

57.1

53.2

38.3

39.0

56.1

49.1

3.3

2.7

3.1

4.3

8.5

2.2

3.6

4.7

5.1

5.7

〔N=1,195〕

〔N=375〕

〔N=128〕

〔N=70〕

〔N=59〕

〔N=134〕

〔N=84〕

〔N=47〕

〔N=128〕

〔N=59〕

〔N=57〕

〔N=53〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

主にＪＲ石巻駅前の中心商店街 主に三陸自動車道石巻河南ＩＣ周辺 上記、１．２．以外の場所

買い物の種類によって場所は異なる ほとんど石巻市内では買い物をしない
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まちづくりの方向性（設問９） 

まちづくりの方向性は、市民の負担は増やさず、インフラ等のサービス水準を維持する

が全体の約50％を占め最も割合が高く、次いで、行政の税収減少等に対応できるよう、公

共施設を集約する（約30％）が続きます。 

 

 

基盤整備について 

〔道路整備（設問10）〕 

全体では身近な生活道路の整備に力を入れるべきとする割合が30％を占め最も割合が高

く、次いで、市内外の地域間を連絡する幹線道路が18.2％、安全に通行できる歩道が17.7％

となっており、主に歩行者の安全に関わる道路整備に関する関心の高さがうかがわれます。 

地区別では、牡鹿地区で地域間または地区間の幹線道路整備が50％を占めること、蛇田

地区で安全に通行できる歩道が最も割合が高くなっているほかは、全体の傾向と同様の傾

向がみられます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

3.6 49.2 29.0 7.1 8.0 3.2 〔N=1,174〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

道路や上・下水道、公共施設、公共交通のサービス水準の縮小はやむを得ない

市民の負担は増やさず、道路や上・下水道、公共施設、公共交通のサービス水準を維持する

行政の税収減少、人口減少や高齢化等に対応できるよう、できるだけ公共施設を集約する

市民の負担が増えても、道路や上・下水道、公共施設、公共交通のサービス水準を維持する

官民が連携し、住宅地開発や新たな都市基盤施設等を積極的に整備する

その他

18.2

18.4

10.5

11.6

20.4

19.5

15.3

25.6

16.0

24.1

26.8

25.5

16.8

19.6

12.1

23.2

22.2

18.0

16.5

14.0

8.8

12.1

10.7

25.5

29.5

23.7

31.5

31.9

35.2

17.3

35.3

39.5

36.8

37.9

46.4

23.6

17.7

20.9

22.6

11.6

9.3

27.1

16.5

9.3

15.2

10.3

10.7

9.1

6.9

7.0

12.1

8.7

1.9

6.8

5.9

9.6

5.2

3.6

3.6

8.3

8.4

8.9

7.2

7.4

6.0

8.2

9.3

12.8

5.2

1.8

12.7

2.6

2.0

2.4

5.8

3.7

5.3

2.4

2.3

0.8

5.2

〔N=1,161〕

 

〔N=358〕

〔N=124〕

〔N=69〕

〔N=54〕

〔N=133〕

〔N=85〕

〔N=43〕

〔N=125〕

〔N=58〕

〔N=56〕

〔N=55〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

市内外の地域間を連絡する幹線道路 市内の各地区を連絡する幹線道路 身近な生活道路 安全に通行できる歩道

安全に通行できる自転車道（レーン） 避難道路 その他
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〔公園整備（設問11）〕 

全体では、誰もが使える公園が約30％を占め最も割合が多く、次いで高い、災害発生時

の避難場所になる公園の割合を合わせると全体の約50％を占めます。 

地区別にみると、石巻地区で誰もが使える公園が最も割合が高く、次いで、水や緑など、

自然を感じられる公園の割合が僅差で続く以外は、他の全地区で誰もが使えるまたは災害

時の避難場所のいずれかが最も高い割合を占めています。 

 

 

〔緑のあり方（設問12）〕 

どのような緑を残し、増やすかについて、全体で特化した項目はみられず、地区別にみ

ても、各地区の特性を反映した項目が高い割合を占めることがうかがわれます。 

 

 

 

 

18.0

24.2

19.0

14.3

16.7

17.7

10.8

13.0

16.4

15.5

5.5

16.4

7.9

8.2

4.8

8.6

5.6

8.5

10.8

4.3

7.8

5.2

10.9

12.7

11.4

11.8

8.7

15.7

9.3

12.3

10.8

8.7

7.8

15.5

18.2

9.1

28.5

27.2

28.6

30.0

31.5

31.5

27.7

30.4

25.0

27.6

40.0

21.8

22.6

17.6

20.6

15.7

24.1

24.6

32.5

26.1

31.3

27.6

18.2

25.5

7.9

9.3

13.5

12.9

1.9

2.3

3.6

15.2

5.5

5.2

5.5

9.1

3.6

1.6

4.8

2.9

11.1

3.1

3.6

2.2

6.3

3.4

1.8

5.5

〔N=1,170〕

 

〔N=364〕

〔N=126〕

〔N=70〕

〔N=54〕

〔N=130〕

〔N=83〕

〔N=46〕

〔N=128〕

〔N=58〕

〔N=55〕

〔N=55〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

水や緑など、自然を感じられる公園 スポーツを楽しめる公園 遊具など、子ども達が楽しめる公園 誰もが使える公園

災害発生時の避難場所になる公園 イベント等で多くの人が集まれる公園 その他

17.6

20.3

16.0

17.6

15.4

28.1

8.4

19.6

9.6

10.3

11.1

24.5

4.1

4.7

2.4

5.9

7.7

1.6

2.4

4.3

5.6

3.4

1.9

5.7

1.5

0.3

1.6

1.5

1.9

0.8

1.2

3.2

3.4

5.6

1.9

14.8

18.3

17.6

7.4

13.5

18.0

7.2

10.9

8.8

13.8

14.8

18.9

22.1

31.9

26.4

25.0

15.4

19.5

16.9

13.0

12.8

13.8

11.1

13.2

18.0

9.2

10.4

17.6

9.6

14.8

41.0

8.7

41.6

36.2

22.2

5.7

19.0

12.8

20.8

22.1

34.6

14.8

20.5

37.0

16.8

15.5

31.5

26.4

2.9

2.5

4.8

2.9

1.9

2.3

2.4

6.5

1.6

3.4

1.9

3.8

〔N=1,153〕

〔N=360〕

〔N=125〕

〔N=68〕

〔N=52〕

〔N=128〕

〔N=83〕

〔N=46〕

〔N=125〕

〔N=58〕

〔N=54〕

〔N=53〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

住宅地の緑 商業地の緑 工業・業務地の緑 街路樹 河川、運河沿いの緑 優良な田園環境の保全 里山、山間地の緑 その他
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〔身近な公園の維持管理（設問13）〕 

全体では最も多い、行政主導で地域住民が協力と、市が維持管理すべきを合わせた行政

中心の維持管理が望ましいとする意見が50％を占めますが、地域住民と行政との協働も約

25％を占めています。 

 

 

〔北上川や旧北上川の河川整備（設問14）〕 

全体では、水害対策と合わせた周辺の環境整備が最も割合が高く、堤防整備を最優先さ

せるの約２倍を占めます。 

地区別にみても、水害対策と合わせた周辺の環境整備が最も割合が高く、各地区とも40

～60％を占め、次いで堤防整備を最優先するとする割合が高くなっています。 

 
 

 

2.5

2.2

2.3

2.9

5.9

1.5

1.2

2.0

2.4

8.5

1.8

1.9

15.1

17.9

14.7

12.9

13.7

10.5

16.9

14.3

13.5

18.6

10.5

14.8

23.7

22.5

21.7

24.3

35.3

25.6

19.3

18.4

26.2

22.0

28.1

24.1

32.3

34.4

33.3

24.3

27.5

39.1

33.7

36.7

28.6

25.4

26.3

31.5

18.1

15.2

20.9

25.7

9.8

18.0

18.1

18.4

20.6

18.6

24.6

16.7

7.4

7.6

5.4

10.0

7.8

5.3

9.6

10.2

7.1

5.1

5.3

9.3

0.8

0.3

1.6

1.2

1.6

1.7

3.5

1.9

〔N=1,181〕

〔N=369〕

〔N=129〕

〔N=70〕

〔N=51〕

〔N=133〕

〔N=83〕

〔N=49〕

〔N=126〕

〔N=59〕

〔N=57〕

〔N=54〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

地域住民主導で維持管理 地域住民が主体となり、必要な行政支援を受ける 地域住民と行政が協働で維持管理

行政主導で維持管理し、地域住民が協力する 公共施設は市が維持管理すべき わからない

その他

55.3

61.6

59.4

57.1

43.4

56.0

58.8

48.0

49.2

43.3

46.4

50.0

26.9

21.9

21.1

31.4

37.7

28.4

29.4

22.0

32.8

31.7

32.1

30.4

3.9

3.8

5.5

1.4

1.9

3.0

10.0

3.9

5.0

8.9

3.6

12.6

12.2

11.7

8.6

17.0

11.2

10.6

18.0

12.5

15.0

12.5

16.1

1.3

0.5

2.3

1.4

1.5

1.2

2.0

1.6

5.0

〔N=1,191〕

〔N=370〕

〔N=128〕

〔N=70〕

〔N=53〕

〔N=134〕

〔N=85〕

〔N=50〕

〔N=128〕

〔N=60〕

〔N=56〕

〔N=56〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

水害対策と合わせた周辺の環境整備 水害対策の堤防整備を最優先させる 現状のままでよい 行政の計画にまかせる その他
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〔河川の周辺環境の整備のあり方について（設問15）〕 

全体では、散策やジョギングが行える歩行空間が最も割合が高く、次いで、子どもも安

全に利用できる親水空間、水辺を活かした観光施設と続きます。 

地区別にみると、全地区で散策やジョギングが行える歩行空間が最も割合が高く、次い

で子どもも安全に利用できる空間と続きますが、雄勝と北上の両地区では、水辺を生かし

た観光施設の割合が高くなっています。 

 
 

良好な景観の保全・修景・創出に必要な取り組み（設問 16） 

全体では、山や河川等の自然景観の保全が最も割合が高く、次いで、統一感のある市街

地景観の規制・誘導、街路樹や公園の敷地内の緑化と続きます。 

地区別にみると、河北、河南、桃生、北上の４地区では、山や河川等の自然環境の保全に

次いで、優良な田園景観の保全、雄勝や牡鹿では伝統的な街並み景観の保全・修景がそれ

ぞれ挙げられるなど、地区特性の反映がうかがわれます。 

 

 

42.0

44.7

36.5

37.5

43.5

40.5

38.0

34.8

47.6

53.8

38.5

35.7

25.5

23.7

29.7

27.5

30.4

24.3

24.0

17.4

23.8

42.3

19.2

28.6

9.0

11.0

10.8

5.0

17.4

6.8

8.0

4.3

4.8

11.5

14.3

4.4

3.1

2.7

5.0

4.3

10.8

8.0

4.3

4.8

3.8

4.7

3.9

4.1

12.5

4.3

5.4

4.0

13.0

4.8

3.6

12.1

12.3

12.2

10.0

9.5

12.0

21.7

12.7

3.8

26.9

14.3

2.3

1.3

4.1

2.5

2.7

6.0

4.3

1.6

3.6

〔N=655〕

〔N=228〕

〔N=74〕

〔N=40〕

〔N=23〕

〔N=74〕

〔N=50〕

〔N=23〕

〔N=63〕

〔N=26〕

〔N=26〕

〔N=28〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

散策やジョギングが行える歩行空間 子どもも安全に利用できる親水空間 イベントで人が集まれる広場空間 スポーツができる空間

気軽に釣りができる空間 水辺を生かした観光施設 その他

37.8

38.0

31.3

37.1

40.0

28.8

49.4

51.1

35.4

32.8

51.0

41.8

8.4

3.4

1.6

4.3

4.0

8.3

18.8

2.2

20.5

24.1

11.8

9.1

18.3

21.5

23.4

20.0

24.0

26.5

5.9

6.7

14.2

12.1

7.8

12.7

9.0

10.6

11.7

12.9

4.0

6.8

7.1

13.3

3.9

6.9

5.9

12.7

15.3

18.4

18.8

14.3

14.0

16.7

10.6

15.6

12.6

5.2

11.8

12.7

7.2

5.0

6.3

7.1

12.0

6.8

5.9

6.7

11.0

12.1

11.8

5.5

1.8

1.4

5.5
1.4

1.5

2.2

2.4

3.4

2.2

1.7

1.6

2.9

2.0

4.5

2.4

2.2

3.4

5.5

〔N=1,160〕

〔N=358〕

〔N=128〕

〔N=70〕

〔N=50〕

〔N=132〕

〔N=85〕

〔N=45〕

〔N=127〕

〔N=58〕

〔N=51〕

〔N=55〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

山や河川等の自然景観の保全 優良な田園景観の保全 統一感のある市街地景観の規制・誘導 伝統的な街並み景観の保全・修景

街路樹や公園の敷地内の緑化 景観形成に関するルールづくり 屋外広告物の規制 その他
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回答者の居住地域が市全体で担うべき役割（設問 17） 

各地区とも快適な居住環境を高めるの割合が高い中、桃生地区は農林業の振興、雄勝地

区、牡鹿地区や荻浜・田代地区は観光・交流・レクリエーション施設の立地が最多または

最多に近似、既存の商業集積がみられる石巻地区や蛇田地区は、身近な生活のための商業

機能集積の割合が高くなっています。 

 

 

安全・安心に暮らすためのまちづくりの取り組み（設問 18） 

全体で、不満とやや不満を合わせた不満度が高い項目は、内水排水施設の整備が最も高

く、次いで、避難場所の機能強化、避難場所の整備、災害情報伝達手段の整備、安全・安心

に暮らせる住環境の整備と続きます。 

地区別に不満度の高い上位５項目に挙げられた項目をみると、内水排水施設の整備は、

全地区で挙げられ、次いで、避難場所の機能強化が雄勝地区を除き全地区で挙げられてい

ます。 

 

 

2.5

3.5

1.6

1.4

6.8

1.2

3.5

1.8

20.1

27.0

22.2

14.1

8.3

30.3

8.3

13.3

12.6

12.3

21.8

9.3

1.9

1.4

4.8

2.8

4.2

1.2

2.2

2.4

1.8

1.9

0.6

1.1

1.4

1.2

1.8

11.7

1.4

16.9

12.5

0.8

36.9

15.6

29.9

43.9

18.2

3.7

40.4

46.3

50.0

42.3

25.0

42.4

36.9

35.6

40.2

26.3

34.5

16.7

2.4

2.7

1.4

4.2

6.8

3.1

1.8

1.9

8.1

6.0

4.0

11.3

22.9

3.8

4.8

24.4

1.6

5.3

9.1

35.2

8.3

8.2

9.5

5.6

12.5

7.6

7.1

4.4

7.1

5.3

9.1

16.7

3.9

2.5

7.9

2.8

10.4

1.5

2.4

4.4

3.1

1.8

1.8

14.8

〔N=1,167〕

〔N=367〕

〔N=126〕

〔N=71〕

〔N=48〕

〔N=132〕

〔N=84〕

〔N=45〕

〔N=127〕

〔N=57〕

〔N=55〕

〔N=54〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

石巻地区

湊・渡波地区

稲井地区

荻浜・田代地区

蛇田地区

河北地区

雄勝地区

河南地区

桃生地区

北上地区

牡鹿地区

市の商業用の中心となる地域 身近な生活のための商業機能が集まる地域 工業・産業の地域

事務所等の業務施設が立地する地域 農林業の振興を図る地域 快適な居住環境を高める地域

交通の中心となる地域 観光・交流・レクリエーション施設が立地する地域 良好な街並み景観を保全すべき地域

その他

5.9

4.0

5.3

6.6

3.2

5.2

3.1

3.4

2.7

3.9

14.5

6.3

4.2

62.4

49.2

43.6

53.7

38.5

54.2

52.4

46.6

39.4

49.1

66.7

58.5

48.9

22.4

33.1

36.5

27.2

37.0

32.0

35.6

37.8

43.5

36.7

13.7

28.4

36.4

9.3

13.7

14.7

12.5

21.3

8.6

8.9

12.2

14.4

10.3

5.1

6.8

10.5

〔N=1,121〕

〔N=1,124〕

〔N=1,122〕

〔N=1,103〕

〔N=1,117〕

〔N=1,102〕

〔N=1,112〕

〔N=1,117〕

〔N=1,114〕

〔N=1,116〕

〔N=1,102〕

〔N=1,088〕

〔N=1,083〕

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高盛土道路の整備

避難路の整備

避難場所の整備

防潮堤等の堤防整備

内水排水施設の整備

防災教育の充実

自主防災組織の強化

災害情報伝達手段の整備

避難場所の機能強化

安全・安心に暮らせる住環境の整備

復興公営住宅の整備

中心市街地への住宅整備

市街地再開発事業の推進

大変満足 まあまあ満足 やや不満 不満
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表3-2 地区別項目別不満度・上位５項目 

  不満度 1 位 不満度 2 位 不満度 3 位 不満度 4 位 不満度 5 位 

石巻地区 

内水排水施設の
整備 

避難場所の機
能強化 

災 害 情 報 伝 達
手段の整備 

避難場所の整備 避難路の整備 － 

56.9 55.4 51.7 49.4 45.6 － 

湊・渡波地区 

内水排水施設の
整備 

避難場所の機
能強化 

災 害 情 報 伝 達
手段の整備 

避難場所の整備 
安全・安心な住
環境整備 

－ 

66.1 63.4 57.5 56.9 51.2 － 

稲井地区 

避難場所の機能
強化 

内水排水施設
の整備 

避 難 場 所 の 整
備 

災害情報伝達手
段の整備 

市街地再開発
事業の推進 

－ 

66.7 60.9 59.7 50.0 49.2 － 

荻浜・田代地
区 

内水排水施設の
整備 

避難場所の機
能強化 

避難路の整備 
防潮堤等の堤防
整備 

安全・安心な住
環境整備 

－ 

67.3 55.3 52.1 51.0 － 

蛇田地区 

内水排水施設の
整備 

避難場所の機
能強化 

安全・安心な住
環境整備 

避難場所の整備 
災害情報伝達
手段の整備 

－ 

57.5 52.8 51.2 49.6 － 

河北地区 

避難場所の機能
強化 

避難場所の整
備 

安全・安心な住
環境整備 

避難路の整備 
内水排水施設
の整備 

－ 

65.8 60.8 57 55.7 55.0 － 

雄勝地区 

高盛土道路の整
備 

防潮堤等の堤
防整備 

内水排水施設
の整備 

市街地再開発事
業の推進 

避難路の整備 － 

73.3 72.3 64.3 63.9 54.3 － 

河南地区 

避難場所の機能
強化 

避難場所の整
備 

災害情報伝達
手段の整備 

内水排水施設の
整備 

避難路の整備 － 

62.6 54.5 54.0 52.5 46.3 － 

桃生地区 

避難場所の機能
強化 

内水排水施設
の整備 

避難場所の整
備 

災害情報伝達手
段の整備 

安全・安心な住
環境整備 

－ 

68.5 57.7 51.9 50.9 48.1 － 

北上地区 

内水排水施設の
整備 

自主防災組織
の強化 

避難場所の機
能強化 

市街地再開発事
業の推進 

避難路の整備 － 

57.7 48.1 47.2 46.9 46.3 － 

牡鹿地区 

市街地再開発事
業の推進 

内水排水施設
の整備 

防潮堤等の堤
防整備 

避難路の整備 
災害情報伝達
手段の整備 

避難場所の機
能強化 

55.1 54.9 51.9 49.1 46.2 

※項目の下段の数値：不満とやや不満の割合（単位：％） 
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石巻市のまちづくり（都市計画）について（設問 19） 

自由意見の記述内容を分野別に分類すると、回答者全体では、最も関心が高い分野が道

路、次いでまちづくりの方向性、防災となっています。 

年齢別に見ると、商業施設への関心は10歳代及び20歳代並びに70歳以上が他の世代に比

べて高く、公共交通への関心は10歳代及び65歳以上が他の世代に比べ高くなっています。 

地区別に見ると、公園・緑・河川管理への関心は荻浜・田代地区、商業施設への関心は河

北地区が最も高く、そのほか公共交通は雄勝地区・桃生地区が、地域間格差の是正につい

ては河南地区・桃生地区が、高齢福祉は桃生地区が、防災は蛇田地区・河北地区・桃生地

区が高くなっています。 

 

（単位：％） 

【地区別】 

【年齢別】 
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表3-3 代表的な意見・要旨 

分 野 主な意見 

まちづくりの方向性  全国的に人口減少と高齢者増の時期に、あえて郊外に住宅は増やさず、コン
パクトシティを目指す計画とするのが良いかと思う。 
 空洞化が進み新陳代謝が低下している市街地は、多様な年齢層が居住でき

るエリアになるよう、早期に土地を分合するなど新しい住戸形式の提案が必
要。 
 公民連携を後押しする体制づくりや、公園等の整備計画にとどまらず、地域

特性を踏まえたグランドデザインを描くことが必要である。 

地域間格差の是正  旧石巻市の環境整備は進んでいるが、郡部の方は不便である。交通や商業
施設等が遠すぎ、高齢化世代には暮らしにくい。 
 買い物する場所、公共施設など、蛇田地区に偏り過ぎの感じがあり、内海橋

を渡り、湊渡波地区過疎化が進むような気がする。地区バランスの考慮が必
要。 

河川  豪雨時の住宅地の冠水被害が心配。安心して暮らせる地域づくり（災害から
守れる）を優先してほしい。危険な場所から人はいなくなる。 
 堤防工事を第一優先すべき。水害被害額に比べ予防費用は少なくて済む。 

道路  高齢者や身障者が安全に通行できる道路整備が必要（段差の少ない道路
等）。 
 中心市街地への道路整備を強化してほしい。夕方、朝等の道路の混雑で病

院へ行く時間がかかる。 

公園  新設だけでなく、老朽化した公園整備も行ってほしい。 
 子どもから大人まで、外で遊べる環境が身近に少ない。公園に車に乗って行

くしかない。復興住宅近くは公園があるが、石巻の外れには何もない。 

緑  石巻市は海、河、田園、里山の全てが揃う素晴らしい所だと思う。台風等の自
然災害を防ぐにも里山をこれ以上崩し荒れさせないことを望む。 
 高台整備等で多くの緑が失われ、海に流れ込む栄養の減少が心配。 
 公園の植樹、街路樹の整備など、緑が豊かな街になってほしい。 

公共施設の整備  デザイン性の高い建築、ストリートファニチャーや文化・芸術施設の充実が住
み続けたい街につながるのではないか。 
 体育館や外で安全にスポーツできる場所がもっと欲しい。 

商業機能  高齢なので商店のないのが不便である。 
 中心市街地で昔のようにウインドウショッピングが楽しめる、身近な品物が並

んでおり、入って見たくなる店があれば中心商店街がにぎやかになると思う。 

公共交通  石巻市全体で交通機関がものすごく不便。車がないと移動が大変である。 
 集落部等は高齢者が多い割に交通手段が少ない。いざという時の対応が不

安。 

駐車場整備  旧市街地に活気を戻すために駐車場の整備を考えてほしい。 
 中心市街地は駐車場も無くて不便である。商業施設の方々はどう思っている

のか。今は皆、蛇田方面に買物に行くことが多くなっている。 

防災  河川堤防整備と避難場所の整備を強く望む。各地区で歩いて避難できる場
所、施設が必要。 

観光  渡波にはカキ養殖、サンファンがあるように本市の観光資源を回遊でき、誘客
を促すことが重要。 

企業誘致  特に若年者に人気のある職業の企業を誘致し、多くの市民が末永く安心して
働くことができるよう対策を考えてほしい。 
 有効に使える施設や空地を利用してイベントや企業を誘致し、若い人達が集

まるようにしたい。 
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 石巻市総合計画に係る市民アンケート 

 市民アンケートの概要 

令和３年度から令和12年度までの10年間のまちづくりの指針となる新総合計画策定にあた

り、石巻市での暮らしやニーズの傾向を把握し、まちづくりに対する課題を抽出・分析するこ

とを目的に、石巻市に居住する18歳以上の市民を対象としたアンケート調査を実施しました。 

 

表3-4 市民アンケートの概要 

項  目 内  容 

対象 石巻市に居住する18歳以上の市民（無作為抽出） 

配布数/ 

回収結果 

配布：3,000人 

回収：1,137人（回収率：37.9％） 

調査期間 令和元年11月18日（月）～12月6日（金） 

調査方法 郵送による配布・回収 

 

【回答者属性】 

・70～79歳代の回答者が最も多く、19.8％を占

めます。 

・年齢が高いほど、多くの回答者が占めます。 

・18～29歳を除き、他の年代は10％以上の割合

を占めます。 

 

 

 

 

【住みやすさ・居住継続意向】 

・「とても住みやすい」、「どちらかというと住み

やすい」とする割合が全体の60％を占めます。 

・居住継続意向は、全体の約 80％を占めます。 

・住み続けたい理由は、石巻市への愛着や地元

であること、次いで、人とのつながりや居住

環境（買い物や遊びの便）などが重要な要素

となっています。 
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【10 年後の石巻市】 

・10 年後の石巻市について、「医療・

福祉サービスの充実」や「交通・買

い物などの生活環境の快適さ」が

求められています。 

・将来像へのキーワードとしては、

「安心」が最も回答割合が高くな

っている。次いで、「安全」、「経済

的な豊かさ」、「活気」、「心の豊か

さ」などが挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市の取り組みに対する満足度・重要度：重点改善項目】 

・社会基盤では、公共交通ネットワ

ーク、幹線道路・生活道路などの整

備、歩道の整備、河川・水路の整備

が挙げられます。 

・生活環境では、重点改善項目に該

当する項目はありません。 
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 転入者アンケート 

令和３年度から令和12年度までの10年間のまちづくりの指針となる新総合計画の策定にあ

たり、石巻市への転入のきっかけや石巻の魅力などを把握し、移住定住の促進や関係人口拡

大に向けた課題を抽出・分析することを目的とし、過去３年間で石巻市に転入した18歳以上

の市民を対象としたアンケート調査を実施しました。 

 

表3-5 市民アンケート調査結果の概要 

項  目 内  容 

対象 過去3年間で石巻市に転入した18歳以上の市民（無作為抽出） 

配布数/ 

回収結果 

配布：500人 

回収：150人（回収率：30.0％） 

調査期間 令和元年11月18日（月） ～ 12月6日（金）  

調査方法 郵送による配布・回収 

 

【回答者属性】 

・20、30 歳代の回答が多く、いずれも 30％以上

であり、合わせて約 60％を占めます。 

・年齢が高いほど回答者の割合が少ない結果と

なりました。 

 

 

 

 

 

【住みやすさ・居住継続意向】 

・住みやすさについては、市民アンケートと各

項目の割合が類似しており、「とても住みやす

い」、「どちらかというと住みやすい」の割合

が全体の約 60％を占めます。 

・居住継続意向は、市民アンケートと比較する

と、「できれば市外に移り住みたい」の割合が

約３倍となっています。 

・移り住みたい理由としては、「交通の便」や「地

元ではないこと」、「居住環境が悪いこと」が

主な理由として挙げられています。  
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【10 年後の石巻市】 

・10 年後の石巻市について、「交通・買い物など

の生活環境の快適さ」や「子育て環境の充実」

が求められています。 

・将来像へのキーワードは、「安全」が最も回答

割合が高く、次いで、「安心」、「便利」、「経済

的な豊かさ」、「快適」などが挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転入のきっかけ】 

・転入のきっかけは「仕事」や「結婚」、「親や子

ども、親族との同居・近居・別居」が主な理由

として挙がっています。 

・転入者の 60％が、「石巻市に家族や親せきがい

る」こと、10％程度が「知人や友人が住んでい

る」ことが明らかです。知り合いがいること

が転入の際には、情報収集や転入してからの

生活への安心感が得られることなどが理由と

して考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民・転入者アンケート調査結果のまとめ】 

・今後、より一層市民が「住みやすい」と感じられるまちづくりのためには、「医療・福
祉・子育て環境の充実」とともに、「交通や買い物など、生活環境の快適性」や「災害に
強いまちづくり」が求められます。 

・居住継続意向について、市民・転入者アンケートともに、若い層ほど住み続けたいと考え
る方の割合が低く、若い層が住み続けたいと考える取り組みが求められます。 

・将来像を考える上で「安全」や「安心」が最も重要視されるキーワードであり、さらに、
石巻市に住み続けている市民には「活気」や「心の豊かさ」「やすらぎ」、一方で転入者
には「便利」や「快適」というキーワードがポイントとなっています。 




